
 
 

中中学学部部生生徒徒ののススママーートトフフォォンンのの使使用用状状況況等等ににつついいてて  

～実態調査報告～ 

海老沼 裕子 

 

本校中学部の生徒およびその保護者に、スマートフォンの使用状況等に関する調査を実施した。その結果、

子どもが利用している SNS の種類や、子どもが SNS を通じて知らない人とやり取りをしていることを知らな

い保護者がいることが示され、保護者が子どものスマートフォンの使用状況を把握することの難しさが推測

された。また、スマートフォンの必要性やスマートフォンの使用による影響等に関して、子どもと保護者の

考え方や意識に差異があることも示された。大半の家庭でスマートフォンを使用する上でルールを決めてい

ること、多くの保護者が、子どものスマートフォンの使用に関して心配や困り感を抱えていることも明らか

になった。 

                                        

キー・ワード：スマートフォンの使用状況 使用上のルール 実態調査 親子の意識 

 
1 はじめに

 近年、インターネットやスマートフォンの使用状

況に関する様々な調査が実施されている。調査結果

から、インターネットやスマートフォン（以下、ス

マホと記す）への依存傾向やそれらの過度の使用に

よる健康への影響、学力の低下等が指摘されている。 

 スマホの所有率は中学校で急増していることが

示されている（北海道砂川市教育委員会（2018）、
東京都都民安全推進本部（2021））。本校中学部にお

いても、スマホの所有率は 100％に近くなってお

り、上記の指摘も懸念される。スマホの使用が生活

習慣や心身の健康に影響していると思われるケー

スも見られる。 

 そこで、まず本校の中学部生徒のスマホの使用状

況や生活習慣等を把握することが必要と考えた。 
 
2 目的

 中学部生徒の生活習慣や心身の健康に関する指

導の資料とするために、スマホの使用状況等を把握

する。 
 
3 調査方法 

対象は、本校中学部の生徒 43 名およびその保護

者 43 名である。生徒、保護者それぞれに質問紙調

査「スマートフォンの使用状況などに関する調査」

を実施した。質問紙は、主に「スマートフォン・携

帯電話等の利用に関する意識 アンケート調査」（北

海道砂川市）を参考にして作成した。 
 
4 結果と考察 

(1) 初めてスマホを持った時期について 

 生徒へ、初めてスマホを持った時期を、保護者へ、

子どもに初めてスマホを持たせた時期を訊いた。結

果は Fig.1、Fig.2のとおりであった。 
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Fig.1 初めてスマホを持った時期（N=42） 

Fig.2 子どもに初めてスマホを持たせた時期 
(N=42) 
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 生徒が初めてスマホを持ったと回答した時期の割

合と、保護者が初めてスマホを持たせたと回答した

時期の割合に差があるが、両者とも「中学部 1 年生」

の割合が最も高かった。前出の調査の結果と同様、

本校でも中学部でスマホ所有率が急増していた。 

(2) 利用している SNSについて

生徒へ、利用している SNSは何か、保護者へ、子

どもが利用している SNS は何かを訊いた（複数回答

可）。結果は Fig.3のとおりであった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
｢LINE｣、｢Facebook｣と回答した割合は、生徒と保

護者は同じだったが、｢Twitter｣、｢Instagram｣、｢Tik 

Tok｣と回答した割合は、生徒より保護者の方が低か

った。「Twitter｣、｢Instagram｣、｢Tik Tok｣を子ど

もが利用していてもそれを知らない保護者がいる、

または、利用していることを保護者に知らせていな

い生徒がいることが示された。 

複数の SNS を利用している生徒は、３年生が最多

で２年生が最少であったが、複数の SNSを利用して

いることとスマホ所有年数との関係は見られなか

った。 

(2) SNS を通じた知らない人とのやり取りの有無

生徒へ、SNSを通じて知らない人とやり取りをし

たことがあるか、保護者へ、子どもは SNS を通じて

知らない人とやり取りをしたことがあるかを訊い

た。結果を Fig.4、 Fig.5に示す。 

「何度もある」、「少しだけある」と回答した生徒

が合わせて 24％であるのに対し、保護者は「ある」

という回答が７％であることから、子どもが知らな

い人とやり取りをしていることを把握している保

護者が少ないことがわかった。また、「ない」とい

う生徒が 73％であるのに対し、「ない」という保護

者が 68％、「わからない」という保護者が 15％い

ることから、子どもが知らない人とやり取りしてい

るかどうかを把握できていない保護者が少なくな

いことが示された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

「何度もある」または「少しだけある」生徒は、

その 80％が SNS を複数利用していた。学年別では

３年生が最多(6 名)で、２年生が最少(1 名)だった。

男女間には差異は見られなかった。 
SNS を通じて知らない人とやり取りをしたこと

が「何度もある」または「少しだけある」と回答し

た生徒に、やり取りをしたことを親は知っているか

どうかを訊いた。結果は Fig.6のとおり、親が「知

っている」のは 40％であった。 
 
 
 
 
 
 

Fig.3 利用している SNS (生徒､保護者 N=41) 
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Fig.5 子どもの SNS での知らない人とのやり
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(3) １日にスマホを使用する時間 
生徒へ、１日にどれくらいスマホを使用するか、

保護者へ、子どもは１日にどれくらいスマホを使用

するかを訊いた。結果を Fig.7、 Fig.8に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平日の使用が「1 時間未満」と回答した割合は、

生徒（27％）の方が保護者（15％）より高く、「2～
3 時間」と回答した割合は保護者（27％）の方が生

徒（17％）より高かった。「3 時間以上」と回答し

た人を除くと、保護者は、子どもが、実際に使用し

ている時間より長くスマホを使用している、と見て

いる可能性がある。あるいは、生徒は、自分が使用

していると思っている時間より実際は長く使用して

いる可能性もある。 
休日の使用時間については、生徒と保護者の回答

に平日の使用時間ほどの差異は見られなかった。 
 

(5) １日にスマホでゲームをする時間 
生徒へ、１日にどれくらいスマホでゲームをする

か、保護者へ、子どもは１日にどれくらいスマホで

ゲームをするかを訊いた。結果を Fig.9、 Fig.10に

示す。 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
平日、休日ともに、スマホでゲームを「しない」

という回答は生徒（15％）より保護者（24％）の方

が多い。子どもがスマホでゲームをしていることを

知らない保護者がいることが示された。 
 

(6) スマホを使用するようになってから起こって

いること 
 生徒へ、スマホを使用するようになってから起こ

っていることを、保護者へ、スマホを持ったことに

よって子どもに生じていることを訊いた（複数回答

可）。結果は Fig.11、Fig.12のとおりであった。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
「その他」には、「首が痛くなる」、「学力低下」と

記載されていた。 
 

Fig.7 １日にスマホを使用する時間 (N=41) 

Fig.8 子どもが１日にスマホを使用する時間 
    (N=41) 
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Fig.10 子どもが１日にスマホでゲームをする
時間 
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Fig.11 スマホを使用するようになってから起こ
っていること (N=41) 

Fig.9 １日にスマホでゲームをする時間 
(N=41) 
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「その他」には、「目の疲れ」、「使用し始めて間

もないので生じている問題はないが、今後学力低下

が心配」と記載されていた。 
「睡眠不足」、「視力の低下」、「頭痛」と回答した

割合は、生徒より保護者の方が高かった。一方で、

「特にない」と回答したのは生徒の方が多くなって

いた。生徒自身が自覚している以上に、保護者は子

どもが体調不良等を起こしていると捉えていると

推測される。また、「学力の低下」、「スマホ依存」

と回答した保護者はそれぞれ 31％、36％であり、

スマホの使用が学業に悪影響を及ぼしている恐れ

が大きいと思われる。 
「特にない」とした生徒（18 名）の 1 日のスマ

ホの使用時間を見ると、平日、休日とも１時間以内

の者は 22％、３時間以上の者は 17％であり、他の

使用時間の割合にも大きな差異はなかった。したが

って、スマホの使用時間が短ければスマホ使用によ

る影響はない、とは言えないと考えられる。 
一方で、「勉強時間の減少」と回答した生徒（7 名）

のうち、スマホの使用が短時間（1 時間以内）の者

は 1 名のみだった（ただし、この生徒の休日の使用

時間は４時間以上となっている）。「勉強時間の減少」

は、ある程度長い時間スマホを利用すれば当然起こ

りうることである。 
 

(7) スマホが使えなかった場合にすること 

 生徒に、スマホが使えなかったとしたら何をする

か、と訊いた（複数回答可）ところ、結果は Fig.13

のとおりであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「テレビ」、「勉強」が最も多く、次いで「読書」

が多かった。スマホに代わる物としてパソコンやゲ

ーム機を選択する生徒が多いのではないかと予想し

たが、これらより勉強や読書の割合が高かった。「勉

強」や「読書」と答えた生徒の１日のスマホ使用時

間（平日）は、30分未満から３時間以上まで様々で

あった。これらから、スマホの使用時間の長短にか

かわらず、スマホが使えなかったとしたら、勉強や

読書をすると考えている生徒が多いことがわかった。 

「その他」には、「買い物」、「絵」、「友達と遊ぶ」、

「PCでゲーム」と記入されていた。 

 
(8) １年間で読んだ本・漫画・雑誌の冊数

 この１年間で何冊くらい本・漫画・雑誌（電子書

籍・電子コミックを含まない紙媒体のもの）を読ん

だかを訊いた。結果は Fig.14のとおりであった。 

62％の生徒が１年間で 21 冊以上読んでいた。

21 冊以上読んでいる生徒の１日のスマホ使用時

間（平日）は様々であった（Fig.15）。休日のスマ

ホ使用時間についても同様であった。このように、

読書量と１日のスマホの使用時間の間に関係性は見

られなかった。

Fig.12 スマホを持ったことにより子どもに生じ
ていること (N=39) 

Fig.14 １年間で読んだ本・漫画・雑誌の冊数 
（N=42) 

Fig.13 スマホが使えなかった場合にすること
(N=42) 
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(9) 家でスマホがない生活をする場合の我慢でき

る期間 

 家にいてスマホがない生活をするとしたら、どの

くらい我慢できそうかを訊いた。結果を Fig.16 に

示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

我慢できる期間ごとに、１日のスマホ使用時間を

みた。「ずっと大丈夫」と回答した生徒には、１日の

スマホ使用時間が短い生徒も長い生徒もいた。「1日

もできない」と回答した生徒は、１日のスマホ使用

時間が１～2時間であり、「１日はできる」と回答し

た生徒は、30分～1時間、３時間以上等であった。

このように、スマホがない生活を我慢できる期間の

長短と１日のスマホ使用時間の長短との間に関係性

は見られなかった。 

「その他」には、「友達と話せれば大丈夫」、「やった

ことがないからわからない」と記述されていた。 

 

(10) スマホ依存とはどのような状態か 

  生徒と保護者に、スマホ依存とはどのような状態

だと思うかを訊いた（複数回答可）。結果は Fig.17

のとおりであった。 

生徒は生活場面での使用の仕方（「朝起きてまずス

マホを使う」、「食事中もスマホを使う」、「お風呂や

トイレにもスマホを持って行く」等）と答えた割合

が保護者より高かった。一方、保護者は長時間の使

用と答えた割合が生徒より高かった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「その他」には、「歩きスマホ」「スマホを取り上

げられると怒る」、「スマホの使いすぎによって生活

に支障がきたされている状態」等の記述があった。 

 
(11) スマホを使っていてあったこと 

 スマホを使っていてあったことを訊いた（複数回

答可）。結果は Fig.18のとおりであった。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「メールやラインがしつこいと思った」ことがあ

る生徒が 39％いた一方で、選択肢にはなかったが

「ない」と記入した生徒が 17％、無記入だった生

徒が 24％いた。「ない」という生徒の１日のスマホ
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Fig.17 スマホ依存とはどのような状態だと思う
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Fig.18 スマホを使っていてあったこと（N=41) 
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Fig.15 １年間に本を 21 冊以上読んでいる生徒
の１日のスマホ利用時間（平日）（N=26) 

59 

87 

56 

56 

44 

5 

67 

60 

43 

69 

52 

0 20 40 60 80 100

その他

やらなければならないことよ

り先にスマホを使ってしまう

短時間と思っても、長くスマ

ホを使ってしまう

お風呂やトイレにもスマホ

を持っていく

食事中もスマホを使う

朝起きてまずスマホを使う

生徒
保護者

％ 

22 

12 

17 

39 

10 

17 

24 

0 10 20 30 40

嫌な気持ちになった

恐い気持ちや不安な気持ち

になった

どうしたらいいか困った

メールやラインがしつこいと

思った

スマホをやめたいと思った

ない

無記入

％

筑波大学附属聴覚特別支援学校紀要　第44巻　95



 
 

使用時間は様々であった。 
 

(12) スマホは何に必要か 

生徒へ、スマホは何に必要か、保護者へ、子ども

にとってスマホは何に必要かを訊いた（複数回答

可）。結果は Fig.19のとおりであった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「友達との SNS」を除いたすべての項目で、保護

者より生徒の方が回答した割合が高かった。保護者

が思っている以上に、生徒にとってスマホの必要性

が高いことが示された。また、生徒は「家族との連

絡」と回答した割合が最も高く、保護者は「友達と

の SNS」と回答した割合が最も高かった。生徒は、

友達との連絡より家族との連絡の方にスマホが必要

だとしているが、保護者は、子どもは家族より友達

との連絡のためにスマホを必要としている、と捉え

ていることが示された。 
 

(13) スマホを使う上での家庭でのルール 

生徒と保護者に、スマホを使う上での家庭でのル

ールを訊き、記述を求めた。 
生徒では、「ルールはない」という回答、無記述が

それぞれ 7％あり、86％の生徒が何らかのルールを

記述した。そのうちの 77％がスマホを使う時間、時

刻や時間帯についてのルールを挙げていた。その他、

使う場所や場面、スマホやアプリの管理等について

のルールが挙がっていた。記述例を Table1に示す。 
一方、保護者は、「ルールを決めていたが守らなく

なった」、「完全に破られた」等の記述と無記述がそ

れぞれ 7％だった。この 14％を除いた保護者の 57％
がスマホを使う時間、時刻や時間帯についてのルー

ルを挙げていた。また「知らない人とやり取りしな

い」という記述が 20％あった。保護者は、使う場所

や場面、マナーやモラルに関するルールの記述が生

徒より多かった。 
「知らない人とやり取りしない」というルールが

あると記述した保護者のうち、「子どもは知らない人

とやり取りをしたことがあるか」の問いに「ない」

と回答した保護者は 57％、「あるかもしれない」は

29％、「わからない」は 14％だった。 
記述例（一部要約）を Table2に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.19 スマホは何に必要か（生徒：N=42、保護者：
N=39) 

 
（N=42) 

・使えるのは、5 時～21 時。 
・平日は 30 分まで、休日は 3 時間まで利用し

ていい。 
・夜 9 時過ぎると強制終了される。 
・寝る 30 分前になったらもう使わない。 
・自分の部屋に持ち込まない。 
・電車の中では使わない。 
・親が見せてと言ったら見せる。 
・休日は親の下で使用する。 
・知らない人とやり取りはしない。 
・人を傷つけるようなことはしない。 
・LINE グループを勝手に作らない。 
・ルールはない 

・20 時から 7 時 40 分まで使用禁止。 
・夜 9 時以降は電話以外使えなくしている。 
・歩きながら使わない。食事中使わない。 
・勉強が終わるまでスマホに触らない。 
・家ではリビングでのみ使用する。 
・LINE をする時は親の許可を取る。 
・親のスマホを使っているので、親が SNS な

どをチェックする。 
・知らない人とやり取りしない。 
・個人情報を送らない。 
・写真を送らない。 

Table1 スマホを使う上での家庭でのルール
の例（生徒） 

Table2 スマホを使う上での家庭でのルール
の例（保護者） 

59 

33 

21 

87 

92 

67 

50 

33 

95 

71 

0 20 40 60 80 100

インターネットで調べる

動画を見る、音楽を聞く

ゲーム

家族との連絡

友達とのSNS（メールやライ

ンなどのやりとり）

生徒
保護者

％
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・悪口を書かない。 
・暴言を吐かない。 
・アプリを勝手にインストールしない。 
・ゲームをインストールしない。 
・本人とルールを決めたが、完全に破られてしまっ

た。 
・ルールを提示しても守る意思がない。 

 (14) スマホの使用に家庭での約束以外にルール

が必要だと思うか 

  生徒と保護者に、スマホやインターネットの使用

に、家庭での約束以外にルールが必要だと思うかを

訊いたところ、Fig.20のとおりであった。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
生徒は、「みんな（友達）の共通のルールがあれ

ばいい」という回答の割合が最も高かったが、同様

に回答した保護者の割合の約半数だった。「自分だ

けのルールがあればいい」と回答した生徒の割合は、

同様に回答した保護者の割合の 2.6 倍だった。 
家庭ごとのルールだけでは、子どもはスマホの適

切な使用が難しいと考えている保護者が少なくな

いと考えられる。 
 

(15) スマホの使用にルールが必要だとしたら、ど

んなルールがあればいいと思うか 

生徒と保護者にスマホやインターネットの使用

にルールが必要だとしたら、どんなルールがあれば

いいと思うかを訊いた。結果を、Fig.21に示す。 
生徒は生活場面についてのルールが必要と回答

した割合が最も高く、保護者より若干高くなってい

た。スマホ依存の状態についても、生徒は生活場面

での使用の仕方を挙げた割合が高かった。これらの

ことから、生活場面においてけじめをつけてスマホ

を使用する（食事中はスマホを使わない、やるべき

ことをやってからスマホを使う等）という意識があ

る生徒が多いことが推測される。 
保護者は、「時間帯」と回答した割合が最も高く、

同様に回答した生徒の割合の 1.6 倍だった。「時間

の長さ」と回答した保護者の割合は、同様に回答し

た生徒の割合の 1.4 倍だった。 
保護者の方が生徒より、スマホの使用にルールが

必要だと考えていることが示された。 
「その他」には、「暇つぶしのために使用しない」

等が記述されていた。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

(16) スマホの使用について感じていること、困っ

ていること 

生徒に、スマホの使用について感じていることや

困っていることについて記述による回答を求めた。

48％の生徒から回答が得られた。そのうちの 70％
が「特にない」「なし」の回答だった。記述例（一

部要約）を Table3に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.20 スマホの使用に家庭での約束以外にルー
ルが必要か（生徒：N=40、保護者：N=40) 

 
（N=42) 

Fig.21 スマホの使用にどんなルールがあればい
いか（生徒：N=40、保護者：N=40) 

 
（N=42) 

・友達と連絡をするのは楽しいと思う。 
・ついついスマホを近づけて利用してしまう。 
・誤った情報をLINE グループで流されたことが

あった。 
・ついつい You Tube で動画を見てしまう。やめ

ようと思ってもおすすめの動画が見たくなる。 
・多くの迷惑メールのような通知が来ていること

に困っている。 

Table3 スマホの使用について感じていること、
困っていることの例 

40 

38 

23 

0 

78 

15 

3 

5 

0 20 40 60 80

みんな（友達）の共通の

ルールがあるといい

自分だけのルールがあれ

ばいい

ルールはいらない

無記入
生徒
保護者

％ 
2.5

7.5

67.5

90

70.0

66.7

57.1

50.0

0 20 40 60 80 100

無記入

その他

場面（例：食事中は使用し

ない）

時間帯（例：夜○時まで）

時間の長さ（例：１日に○

時間）

生徒
％
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また、保護者に、子どものスマホの使用について

感じていることや困っていることについて記述に

よる回答を求めた。83％の保護者から回答が得ら

れた。そのうちの 27％が「特にない」、「今のとこ

ろない」、「約束を守っているので問題ない」等の回

答だった。上記の回答をした保護者の「子どもは 1
日にどのくらいスマホを使用しているか」の回答は、

ほとんどが平日、休日ともに 30 分～１時間または

１～２時間であった。一方で、子どものスマホ使用

時間が３～４時間または４時間以上と回答した保

護者は、長時間の使用や自制が困難なことなどにつ

いて記述していた。 
記述例（一部要約）を Table4に示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
９ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 

 

 

 

 

 

ので、常にスマホ利用となってしまうため、不便

でも、ゲームはゲーム機で、などと分け、スマホ

は本来の連絡ツールとして利用できるとよいと

感じた。 
・スマホ以外の遊びを見つけてほしい。 

・スマホを使いすぎるので、取り上げるが、翌日通

学時に持たせてしまう。親の強い気持ちも必要だ

と反省する。 

・視力、学力の低下は特に問題だと感じる。 

・読書の時間が減った。 

・友達にきちんと返信しているのか心配だ。 

 

多くの保護者が、子どものスマホの使用について

心配したり困ったりしている。しかし、生徒は、保

護者ほど、スマホの使用によっては生活や勉強、健

康に影響が出るということを意識していないよう

に思われる。 

 

5 おわりに 
 親子間の関連を検討するためには、調査用紙を親

子でペアに回収できればよかったが、この調査では

手続きの都合上、それはできなかったので、生徒と

保護者それぞれの結果としてまとめた。 
平日の使用時間については、生徒自身が自覚して

いる時間と保護者が思っている子どもの使用時間

とに差が見られた。保護者は、子どもが実際に使用

している時間より長くスマホを使用していると見

ている可能性があるか、あるいは、生徒は、自分が

使用していると思っている時間より実際は長く使用

している可能性もあると前述した。しかし、保護者

の「子どものスマホの使用について感じていること、

困っていること」の記述に、「本人が携帯を触ってい

ると思っている時間と実際に触っている時間に大き

な差がある」、「少しのつもりがいつの間にか時間が

経っている」等とあることから、後者の可能性が高

いと推測される。 

必要なルールやスマホ依存の状態についての回

答から、生活場面においてけじめをつけてスマホを

使用するという意識がある生徒が多いことが推測

されるが、使用時間についても意識させる必要があ

Table4 子どものスマホの使用について感じてい
ること、困っていることの記述例 

 
・約束を守っているので問題はない。 
・我が家では厳しくルールを設けているので、今

のところ使いすぎにはなっていない。 
・友達とのやりとりに夢中になり、時間を気にせ

ず使用している。相手の迷惑にもなるので気を

つけさせたい。 
・やるべきことをせず、スマホばかりを気にして

いる。 
・動画を見始めると止まらない。 
・ゲームをやり過ぎる気がする。 

・時間に関係なくずっとスマホを手にしている。

自分で区切りを付けてやめようとしない。 

・食事中にスマホを使わないように注意しても、

「TVを見ているのと同じ」と言い、使い方や考

え方が親世代とは違うと感じる。 

・短時間のつもりが長時間使用になっている。 
・本人が携帯を触っていると思っている時間と実

際に触っている時間に大きな差がある。 

・調べるためと言って勉強中もスマホをそばに置

いているが、LINE 等が来ると見てしまうので、

スマホではなくタブレット等で調べればよいの

ではと思う。 

・音楽、ゲーム、動画視聴、調べ物、連絡ツール

とすべてがスマホですむ時代になってしまった 
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るだろう。 

生徒の 86％がスマホを使う上での家庭でのルー

ルを挙げていた。 
令和２年度「青少年のインターネット利用環境実

態調査」（内閣府）によると、インターネットを使

用している小中高生の 65％が、中学生では 71％が

インターネットの使い方についてルールを決めて

いると回答していて、学校種が上がるとルールを決

めているという回答の割合が少なくなっている。本

調査ではスマホのみの使用上のルールを訊いたが、

高等部に上がって、家庭でのルールが緩くなったり、

生徒がルールを守らなくなったりケースが出てく

ることも考えられる。

「知らない人とやり取りしない」というルールが

ある家庭でも、子どもがやり取りをしていないこと

を確認できていない保護者がいることから、子ども

の使用状況を把握することが容易ではないことが推

測される。 
折に触れて、親子でルールが守られているかどう

かを確認し、状況に応じてルールを更新することも

必要となろう。

子どもにスマホを所有させる際に親子でルール

を決めておくことが重要であることを、スマホを所

有させ始める前の保護者に伝えていくことが重要

であると考える。 
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